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令和６年第１回長与町議会定例会総務厚生常任委員会会議録（第１日目） 

 

本日の会議  令 和６年 ３月８日 

招集場所  長与町議会第１委員会室 

 

出席委員 

委 員 長  金 子   恵        副 委 員 長  堤   理 志 

委 員  藤 田 明 美        委 員  岡 田 義 晴 

委 員  八 木 亮 三        委 員  西 田   健 

委 員  西 岡 克 之 

 

欠席委員 

 なし 

 

職務のため出席した者 

議会事務局長  荒 木 秀 一        係    長  江 口 美和子 

 

本日の委員会に付した案件 

 所管事務調査について 

 

開会 １０時２９分 

閉会 １０時３８分 



○委員長（金子恵委員） 

皆さんおはようございます。定足数に達しておりますので、本日の総務厚生常任委員

会を開会いたします。 

今期３月定例会で所管事務調査を行いたいということで委員長の方から提案を申し上

げておりましたけれども、まず日程的にも無理がない程度で、今期も終わりそうですの

で１８日以降でその時間が取れそうなので、所管事務調査をするとなったらそこに時間

を充てたいと思いますけれども、まず所管事務調査どうしましょうか、するということ

で決めていいのか、それとも日程的にその１週間きつきつなので、今期は止めようとい

うご意見もあろうかと思いますけど、いかがしましょうか。そしたら所管事務調査して

もいいですか。 

はい。そしたら所管事務調査をするということで、ここで決定させていただきたいと

思います。 

で、事前にどういう内容で所管事務調査を行うかということで、皆さまにお願いを申

し上げておりましたけれども、どなたからでも結構です。こういうものはいかがかとい

うことで提案していただければ。 

八木委員。 

○委員（八木亮三委員）    

１件ですね、ゼロカーボンシティについてを調査してはどうかと考えております。ゼ

ロカーボンシティ宣言を行って３年ほどたちますけれども、この間何人かの議員が一般

質問で進捗等確認はしましたが、しばらく町がどのような動きをしているのかあまり見

えていないと思います。ゼロカーボンシティを実現するにはかなりいろんな、例えば電

気自動車推進とか再生可能エネルギーであったり、このゼロカーボンシティを用いて企

業誘致だったり、幅広く、何といいましょうか皆さんも聞きたいことがあるのかなとい

うのもありますんで、少なくとも現在どのような進捗や状況、方針なのか、確認するこ

とをしてもいいのかなと思います。その中で、もし何かさらに追及して掘り下げること

があれば、今後の視察等に生かせるかと思いますが、そこまでは調査してみないと分か

りませんが、所管、主に住民環境課かなと思うんですが、一応提案いたします。 

○委員長（金子恵委員） 

他の方ないですか。 

そしたら、私の方から一つ提案させていただきます。お手元にこの政策提言という両

面の資料をお渡ししております。これは２年前にＪＩＡＭに行った時の資料を持ってき

たんですけれども、ここに書いてあるように地方自治体、地方議会へということで、各

自治体、議会が条例制定に向けていろんな勉強をしながら最終的に政策提言をしている

ということで、裏面にどういうふうな制定プロセスを踏んで最終的に条例に持っていく

かというところの、いろいろ手法とか、こういうことが必要ということが書いてあるん

ですけど、昨日の介護保険の第９次の分を説明を受けましても、やはり認知症に関して



は５人に１人が認知症になるという今の時代に、ここの家族へのケアラーとか、本人は

当然ですけれども、それと民間事業者との、裏面に書いてあるとおりですがその協力体

制ですとか、所管の体制そういうものっていうのが総合的に一つになって、きちんとし

た認知症の方への支援というのができるのかなと思って。私が個人的に考えているのは、

最終的にこの認知症条例の案を提案というか政策提言をこの委員会でできればなという

ところで。ですから、今回の３月議会のみではなく、６月、９月、３回ぐらいにわたっ

てしっかりと、例えば最初は所管を呼ぶかもしれないんですけど、所管を呼びつつ、介

護施設の方ですとか、そういう関係の方を呼んでしっかりとお話を伺いながら、条例制

定に向けての活動ができたらということで提案させていただきます。ちょっと初めての

ことなのでハードルが高い部分っていうのもあるかもしれないんですけど、基本条例に

沿って言うと、するのが当然、条例制定まではいかなくても条例を提案するまではやっ

てもいいことだというふうに思うので、そういうところで総務の方でちょっとお力を皆

さんにお借りして、委員会で、もう１年しか任期はないですけど、それで何か一つ形に

できたらなということで思っております。 

他は何かありませんか。副委員長いいですか。 

所管事務調査というのはこのテーマを一つということで決めるわけではなくて、確か

に八木委員がおっしゃったゼロカーボンシティ、これについてももういったん宣言をし

ておりますので、こちらの方の調査っていうのもやっぱり必要かなと思います。これも

ある意味継続して視察等につなげていける内容ですので、もし皆さんがよろしかったら

テーマを２つ、ゼロカーボンシティーとこの認知症に関することっていうことで所管事

務調査を決めたいというふうに思うんですけれども、どうですか、いかがですか。何か

ちょっとご意見があれば助かりますけど。よろしいですか。 

それでは一つはゼロカーボンシティについて。もう一つがこれからの認知症への対応

についてということで、２点を決めたいと思います。そして、多分継続して所管事務調

査をさせていただきます。その中で、今考えているのが、５月が議会運営委員会と一部

組合の県外視察がありますので、ちょっと５月には総務の方で視察というのは厳しいの

で、できればもう６月までに決めて、７月には早急に視察に行って、それで所管事務調

査のプラスになればというふうに考えておりますので、来週から委員会が始まってなか

なかお忙しいかとは思いますけれども、時間がある時にゼロカーボンシティと認知症に

関する件について、視察先も含めて皆さんでちょっと各自調査をしていただけてたら助

かります。よろしくお願いします。ではこれで所管の方にお伝えしたいというふうに思

っております。 

暫時休憩します。 

（暫時休憩） 

○委員長（金子恵委員） 

休憩を閉じて委員会を再開します。 



本日、検討事項というのはこれで決定いたしましたので、本日の総務厚生常任委員会

を閉会いたします。皆さまお疲れさまでした。 

（閉会 １０時３８分） 


